
 

第４回 地区別懇談会【中神地区】 

⽇時：令和3年11⽉20⽇（土）16:00～ 

場所：中原小学校体育館 

 

次 第 

 

１．開会挨拶 

２．11⽉６⽇治水対策（遊水地）及び復興まちづくりに関する説明会の振り返り【資料１】 

３．地区の復興まちづくりに向けた資料の説明 

（１）治水対策（遊水地）を踏まえた復興まちづくりの方向案について【資料２・３】 

①復興まちづくりの方向案 

②住まいの再建及び農地の復旧パターンと方向性 

４．地区ごとの話し合い 

（１）復興まちづくりの方向案について 

（２）住まいの再建及び農地の復旧に関する意向について 

５．全体共有 

６．その他 

７．閉会挨拶 

 

【資料】 

・資料１：治水対策（遊水地）及び復興まちづくりに関する説明会資料 

・資料２：復興まちづくり計画案（治水対策を踏まえた案） 

・資料３：住まいと農地の再建パターン 

・参考資料１：遊水地や防災集団移転についての事例資料 

・参考資料２：補償のあらまし 

 



Ａ Ｂ

※地盤高と地下水との差分を色別で示しています。

【中神地区】地質調査結果

【断面図】

色づけ範囲は地質調査結果をもとに、地盤高と地下水との差分を
示したものであり、遊水地の範囲を示したものではありません。

Ａ

Ｂ
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令和３年１１月６日 流域治水（遊水地）説明会資料



■中神地区の土地利用フレームを踏まえた遊水地配置（案） （一例）

遊水地
（掘込式、買収方式）

農地

現地再建（宅地）
宅地＋
温泉施設

上水・下水施設

公園

集会所

宅地＋
温泉施設
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相良町
災害公営住宅等

に入居

下原田にある仮設団地を公営住宅化し入居

下原田町の空き地等に宅地整備し、自己再建
（防災集団移転等）

■大柿地区・中神地区の復興まちづくりに伴う住まいの再建および農地の代替地確保のイメージ

遊水地
（掘込式、買収方式）

農地等

遊水地
（掘込式、買収方式）

農地等

現地再建（宅地）

※宅地、農地、遊水地の範囲は、決まったものではなく、あくまでイメージです

※今後の協議状況等によって変更となる可能性があります。
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今後のスケジュール（案） 【R3.11.6時点】

○地質調査の結果、遊水地（案）・まちづくり（案）の提示

※今後の協議状況等によってスケジュールがかわる可能性があります。

【今回】令和３年１１月６日 遊水地に関する説明会

遊水地計画とまちづくりの形を含めた
復興まちづくり計画の策定（令和３年度中）

○遊水地（案）・まちづくり（案）を踏まえた議論

①令和３年１１月中旬 復興まちづくり計画地区別懇談会

○地区別懇談会等の意見を踏まえた計画（案）の提示

②令和３年１２月 遊水地に関する説明会

○②の説明会を踏まえた議論

③令和４年 １月 復興まちづくり計画地区別懇談会

④適宜懇談会等を実施

4



中神地区 復興まちづくりの計画 （地区別懇談会案） 【方針・取組み】

令和３年１１月２０日地区別懇談会（中神地区）

意見集約のキーワード 地区の主な課題 取組み方針 具体の取組み（案）

①被災者のくらし再
建とコミュニティの
再生
【住まい再建】
【コミュニティ再生】

□住民の負担額減少に向けた取り組み
・嵩上げと書かれているが、嵩上げに関する費用は住民負担と聞いている。宅地の安全
性を高めることは重要だが、個人的の負担が増えるのは現実的ではない。

・住宅再建するに当たり、高齢者には資金面の支援が欲しい。
・現在は相楽町の市有地で公営住宅の建設が発表されているが、地域のコミュニティを
維持する意味でもせめて中原校区内にも公営住宅を建設して欲しい。

□住まいの再建における安全性の向上
・現地再建を考えているが、治水対策、遊水地がはっきりしないと決めきれない。
・嵩上げなどの対策が必要。
・家を再建するため、周辺の洪水対策状況（道路や堤防等の計画）を教えてほしい。
・嵩上げ、道路拡張は実現できるのか。嵩上げを実行するには遅いのではないか。
□コミュニティ衰退からの脱却
・温泉が再建できるか。
・移転した世帯も移転先のコミュニティに不安がある。
・被災した世帯で、被災前のようなコミュニケーションがとれていない状況である。
・仮設住宅に入っている方は、現地におらず地元の会合に参加することが難しい状況に
ある。会合自体もコロナ禍の影響で、回数が減り参加者も減少している。

□住まいの再建における安全性の向上
・現地での住まいの修復や再建など、
早急な生活再建を図るとともに、治
水対策の状況も踏まえ、嵩上げなど
安全性の向上を図る。

・仮設住宅に暮らす方が現地（元の
地）で安全安心に暮らすことができ
るような体制を構築する。

・商業地の復旧の再生だけでなく農村
部分の復旧についての情報発信を行
うなど偏りのない情報発信を行う。

□コミュニティの再生

□安全性を高める建て方の誘導
・建物１階のピロティ化、浸水深以上の居室の確保。
（嵩上げの高さや補償内容の具体化、リフォームする人の対応検討、山側
の急傾斜の崖災害の考慮等）

・建物構造の耐水化。
・宅地の盛土・嵩上げ。
・防災集団移転、がけ地近接等危険住宅移転事業 等。
・豪雨災害以外の台風などの災害に対応した設備改善。
・堤防に接した宅地の復旧。
・堤防の将来計画（築堤高）や熊本地震の影響による地盤のゆるみの考慮。
・河川との境界の確定。
・境界沿いに生い茂る樹木の処理。
・中神は現地再建しか考えていないのでは？→嵩上げしかない。
・再建住宅への補償も含めて、嵩上げ・拡張をしてほしい。

□町内情報の整備と組織の連携

②力強い地域経済の
再生

【生業再建】

□農地復旧・農業の継続
・先祖伝来より守り続けてきた農地や住まいであり、ないがしろにできない。
・堆積土砂の撤去、農地復旧、耕土の復旧等が必要。
・圃場整備された優良農地の代替地の確保が必要。
・農機具も古くなり、営農を続けていくには難しい状況。
・営農者の後継者不足、高齢化の状況がある中で、営農意向のある方と遊水地希望の方
との交換ができないか。何らかの形で治水に役立ててもらいたい。

□農地復旧・農業の継続
・治水対策の状況を踏まえつつ、農地
の復旧、優良農地の維持、営農形態
の見直し等による農業の継続を図る。

□農地復旧・農業の継続
・農地等災害復旧事業。
・優良農地の代替地の確保。
・営農形態の見直し（集落営農、営農法人等）。
・遊水地との取り合いについて早急な情報提供。

③災害に負けないま
ちづくり
【避難対策】

□安全な避難ルートの確保
・あきだん坂が急勾配で、道幅が狭く、避難できない。地区内道路には行き止まり区間
がある。拡幅するだけでなく、現状の農道から市道にしてほしい。

・中原小学校へのアクセス道路が急勾配。
・避難ルートの道路側溝が詰まり、氾濫し危険な状態。
・徒歩による避難者が多く、避難時の荷物も限られ、負担になっている。
□避難所の見直し・改善
・生涯学習センターや中原公民館が遠い。
・避難所の中原小の開設には1時間要し、開いていたのが１時間だけであった。
・体育館にクーラーがなく、夏場は大変。（現在は設置済）。
・指定避難場所の中原コミュニティセンターは、遠くて少し低いところにあり、利用し
ずらい所があるため、地区ごとに細かく整理したほうがよい。

□安全な避難方法の確立
・防災無線の避難情報の伝達。
・防災ラジオの使用（持ち運びが可能で、高齢者でも簡単に使える、勝手に情報が流れ
るようになっているので良い）

・就寝中のため発災時の携帯アラームに気づけなかった人がいる。
・上流部の降雨状況によって、河川の水位が予見できるため、上流部の降雨状況がわか
る情報システムが出来ないものか。

・避難路を利用する上で必要な視界を確保してほしい。（照明灯の増設、路上に伸びた
樹木の伐採等）

□安全な避難路の整備
・高台や避難所への安全な避難路の整
備を進める。

・市道の嵩上げについて検討する。

□避難所の見直し・機能拡充
・指定避難所・自主避難所の見直し、
コロナに対応した避難所の分散化、
避難所の機能強化を図る。

□自助共助の避難体制の構築
・避難情報の確実な伝達を行った上で、
町内での共助により要支援者の避難
行動を支援する仕組みや体制づくり
を進める。

・防災無線の声を聞き取りやすいよう
に改善する。

□安全な避難路の整備
・高台への避難路の整備・拡幅、離合場所の設置、沿道の急傾斜地の対策。
・排水溝の設置。洪水時の転倒などを防ぐため側溝の蓋掛け。
・避難路における低地部分の水たまりの改善。
・深夜に災害が起こる場合を想定した、樹木の伐採や街路灯の整備。
□避難所の見直し・機能拡充
・指定避難所・自主避難所の見直し。避難所の空調設備等の拡充。
・避難所の運営方法の改善。個々の災害弱者に対応したきめ細やかなレイア
ウト・配置、避難所内での情報伝達媒体の改善。

・避難所（小学校、コミセン等）の段差をなくすスロープやトイレを高齢者
対応（洋式トイレ、数を増やす等）、バリアフリー化。

□地域特性を踏まえた地区防災計画、マイ・タイムラインの作成
・地区の災害リスクを踏まえた地区防災計画の作成。
・避難のタイミングを判断する地域独自の「きっかけ」の検討。
□防災情報の伝達機能強化
・各世帯への戸別受信機の配布（市より、６月から順次配布）。
・避難のタイミングの明確化や増水状況の指標の設置。（警告灯、サイレン）
□自助共助の避難体制の構築
・町内支援ネットワークの「サポーター」の仕組みの構築。
・実際に起こり得る状況を想定した、地区単位での避難訓練の実施。
・地区内の要支援者リストとその避難を支援する住民のリストの作成。

【治水・土砂災害対
策】
【復興まちづくり】

□土砂災害警戒区域
・崖地付近が土砂災害警戒区域／特別警戒区域に指定。
□遊水地
・遊水地に係る詳細な情報提供が必要。
・水害が起きないような有効な治水対策としての活用。
・自宅への影響、水面の高さ、遊水地に方式に伴う景観、土地利用がどうなるか。
・遊水地は下流域のためのもの。上流域との協力が必須。
□治水対策
・市房ダムの計画的な放流。瀬戸石ダムの対策など、球磨川本川の治水対策。
・山田川、馬氷川など球磨川支流のバックウォーターへの対応。
・流水式ダムはきちんと稼働するのか心配。予測できない豪雨に対するダム管理。
□排水施設の見直し
・排水施設の老朽化や排水能力の不足による道路の遮断。
□地域の自然環境・景観
・春にはレンゲ畑となり、緑が一面に広がる。シラサギやトンビもたくさん飛来する。
冬は田んぼ（低地）と高台とでは気温差がある。空気がおいしく、山、空、川の風光
明媚な場所。

□遊水地に関する情報提供
・国からの遊水地の整備内容等につい
ての情報提供を踏まえ、住まいの再
建や農業の継続のあり方を検討する。

□本川・支川の水位の低下
・上流から下流、集水域から氾濫域ま
での治水対策を総合的に取り組む。

□治山対策
・橋の流出対策として、山の流木が流
れ込まないように、緑の流域治水と
して治山も考慮する。

□排水施設の整備
・排水機能の抜本的な見直しを行う。
□自然環境や地域景観の継承
・中神の美しい自然の再生を図る。

□遊水地に関する情報提供
・国からの遊水地や流域治水に関する説明や協議の場。
・現状の住まいを活かせる輪中堤、引き堤についての説明の場の提供。
・遊水地整備に関する住民・地権者の意向把握。
□遊水地
・小さな面積での掘り込みの模索
・遊水地での対応ではなく、被害にあった時点での補償を行う方式。
・上流域との協力を推進。
□流域治水プロジェクトによる本川・支川の水位の低下
・流水型ダム整備、市房ダム再開発、河道掘削、遊水地整備等
・災害時の内水排出のポンプの自動化。
・遊水地より引き堤にして、球磨川に水を貯める。
・大柿地区の毘沙門の所、小柿公民館の上の高さに堤防を作る。
・気候変動に対応し、普段のダムの管理を徹底する。
・瀬戸石ダムの運用の検討。
・河川の掘削。 1
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中神地区 復興まちづくり計画 （地区別懇談会案） 【地区整備方針・避難ルート図】

令和３年１１月２０日地区別懇談会（中神地区）

断面イメージ図

県道整備

河道掘削
（平水位以上）

避難路整備

▽計画高水位

▽平水位
河道掘削

（平水位以上）

農地等

Ａ Ａ’

航路確保
（球磨川下り）

紅取橋橋台補強

Ａ’

Ａ

水道局施設の浸水対策

避難路整備
人吉水俣線

【祇園堂栗林線の沿線】
沿道周辺では高台への避難路整備を進めるととも
に、想定浸水深以下の部分については高台移転や
敷地嵩上げを検討する

避難路整備
祇園堂栗林線

高台への避難ルート
・高台への移転

※治水関連事業については河川管理者
（国・県）と要確認・調整

排水機場の整備、
機能強化、耐水化

個人温泉

公営共同温泉

凡例
河川整備方針の確認

避難路（現況）

避難路整備

避難場所、避難所

道路の拡幅、離合場所設置
側溝の整備（小学校南側等）
樹木の枝打ち（視覚の確保）
街路灯の増設

■温泉の再生・再建

樋門に増水状況を知らせる警告灯の設置
照明灯を設置して、夜間でも河川の増水
状況が視認できるようにする

遊水地
（掘込式、買収方式）

農地

現地再建
（宅地）

上水・下水施設 公園

集会所

周囲堤

越流堤
遊水地

地区内の農地（譲渡意向のある
農地等）に移転


